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エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫

と
い
っ
た
空
調
機
の
冷
凍
サ
イ
ク

ル
に
後
付
け
（
追
設
）
す
る
こ
と

で
コ
ン
デ
ン
サ
ー
（
室
外
機
）
か
ら

の
排
熱
を
抑
え
、
消
費
電
力
を
カ
ッ

ト
で
き
る「
Mi
ラ
ク
ル
コ
イ
ル
」を

商
品
化
し
て
い
る
イ
ー
・
テ
ィ
ー
・

エ
ー
社
。

　

冷
凍
サ
イ
ク

ル
は
冷
媒
（
フ

ロ
ン
、
ま
た
は

自
然
冷
媒
）
を

通
し
た
熱
交
換

に
よ
り
物
や
空

気
を
冷
や
す
仕

組
み
。
し
か
し

近
年
の
著
し
い

気
温
上
昇
の
せ

い
で
熱
交
換
だ

け
で
は
冷
媒
の

液
化
促
進
が
十

分
に
図
れ
ず
、

冷
凍
能
力
が
落

ち
て
無
駄
な
電
力
を
消
費
す
る
結

果
に
な
っ
て
い
る
。

　

Mi
ラ
ク
ル
コ
イ
ル
に
は
こ
の
熱

交
換
を
助
け
る
働
き
が
あ
る
。
銅

管
を
コ
イ
ル
状
に
巻
い
た
シ
ン
プ

ル
な
構
造
で
、
室
外
機
の
後
に
追

設
し
た
Mi
ラ
ク
ル
コ
イ
ル
の
銅
管

内
を
冷
媒
が
通
る
と
冷
媒
の
液
化

が
促
進
さ
れ
、
エ
ア
コ
ン
な
ら
室

内
機
（
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
）
の
能

力
が
向
上
す
る
。

　

Mi
ラ
ク
ル
コ
イ
ル
は
大
手
物
流

会
社
の
冷
凍
倉
庫
や
メ
ー
カ
ー
の

工
場
な
ど
で
既
に
使
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
30
馬
力
以
下
の
機
器
に
し

か
対
応
し
て
お
ら
ず
、
大
型
（
40

馬
力
以
上
）
の
機
器
に
対
す
る
性

能
向
上
は
不
十
分
だ
っ
た
。

　

機
器
が
大
型
に
な
れ
ば
排
出
さ

れ
る
C
O
2

量
も
増
加
す
る
た
め
、

大
手
企
業
は
C
O
2

削
減
に
膨
大
な

コ
ス
ト
を
か
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
下
で
大
型
機
器
へ
の
Mi
ラ

ク
ル
コ
イ
ル
の
搭
載
ニ
ー
ズ
が
増

え
、
同
社
は
も
の
づ
く
り
補
助
金

を
活
用
し
て
40
馬
力
以
上
の
大
型

冷
凍
機
や
チ
ラ
ー
対
応
製
品
の
試

作
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

Mi
ラ
ク
ル
コ
イ
ル
は
銅
管
を
コ

イ
ル
状
に
加
工
す
る
中
に
ノ
ウ
ハ

ウ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
同
社
は
外

注
に
頼
ら
ず
自
社
で
製
作
を
進
め

た
。
結
果
的
に
製
品
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
増
え
、
大
型
機
器
で
も

消
費
電
力
を
10
～
15
％
削
減
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

搭
載
す
る
だ
け
で
電
力
削
減
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コイルシステムを用いた次世代型熱交換器による、
排熱が少なく環境に優れた省エネ空調機
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